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ひ、あ

ホ
タ
ル

び
か
う

3厳

第446

ぷ
小
、
ホ
、
永
世
ル
楽
い
、
こ
っ
ち
の
求
は
甘
い
ぞ
，
J

あ
っ
ち
の
水
は
に
が
い
ぞ
/
:
」

ホ
空
ん
の
霊
(
滋
野
山
師
朝
間
同
}
で
夕
涼
み
を
す
る
議
開
問

急

て

い

け

る

需

産

ら

れ

ま

す

弓

護

室

警

警

告

霊

長

ホ

タ

ル

的

味

方

を

し

て

や

ら

な

け

附

現
在
、

2
ヵ
所
で
幾
綴
さ
れ
て
い
家
滅
さ
せ
る
力
が
あ
り
、
ホ
タ
ル
も
そ
的
れ
ば
な
ら
な
い
人
間
が
、
ホ
タ
ん
は
附

芸

書

は

葬

山

の

妥

当

り

罪

で

は

あ

リ

ま

せ

ん

。

と

っ

て

、

教

大

量

に

な

ら

な

い

よ

川

と
推
す
小
品
義
的
憐
り
で
す
。
へ
り
コ
プ
タ
I
て
波
中
か
ら
前
換
を
ま
う
は
し
た
い
も
円
で
す
。
附

今
年
も
5
月
習
に
最
初
的

1
号

み

な

ど

は

、

ホ

タ

芸

品

叫

に

ど

パ

ホ

タ

ル

に

叩

飛
び
‘
そ
の
後
も
綬
々
と
そ
の
数
を
機
ル
を
か
ぶ
抄
い
て
守
っ
て
-
あ
げ
る
必
凝
カ
没
、
品
、
お

九
盟
国

L
に
p
f
こ
う
幽

し

て

い

ま

す

。

あ

り

ま

す

。

4
d

一

¢

倒

も
う
や
し
筑
極
的
拘
〈
な
る
7
同
月
中
エ
ピ
ガ
切
で
ど
じ
ょ
う
の
一
期
ち
品
タ
齢
制
御
崎
を
守
る
会
的
方
た
ち
の
鋭
例
叩

む
し
暑
い
変
め
夜
、
務
総
合
飛
び
、
加
問
ご
ろ
が
祭
も
激
的
多
い
時
酬
明
で
す
。
ん
じ
と
つ
て
は
大
紋
で
す
，
告
開
聞
き
な
が
ら
ホ
タ
ル
揮
阿
波
は
い
か
糊

草

む

ら

に

日

そ

ん

で

を

放

っ

ホ

タ

ル

喜

は

、

誌

と

ん

ど

が

芸

ポ

タ

ル

一

日

中

‘

こ

美

総

合

選

っ

て

い

が

で

す

か

。

叫

す

滋

市

議

会

議

会

で

、

議

と

は
私
た
ち
を
幻
想
的
没
界
口
授
、
ま
℃
す
が
、
震
ボ
タ
ん
も
3
9
0
w闘
は
る
わ
け
に
は
い
懇
ま
せ
ん
か
ら
、
ヮ
ナ
日
時
は
7
向
訪
日
玉
、
午
後
脚
な
っ
て
い
た
校
入
役

γ露
該

言

問

た
一
警
護
引
用
と
し
て
毛
ひ
と
と
き
ど
養
織
し
て
い
る
の
で
、
も
し
か
す
る
を
作
っ
て
奇
専
心
す
る
の
で
す
m

g
時

D

喜
重
点
"
で
震
は
品
開
発
義
的
中
益
事
警
り
ま
し
た
。

率

し

ま

せ

て

〈

れ

ま

す

む

と

霊

安

芸

品

も

ま

蛾

到

し

い

と

こ

ろ

が

、

せ

っ

か

〈

誌

げ

た

ワ

習

の

塁

手

。

雲

の

雲

は

叩

{

護

認

幻

年

同

月

に

き

雪

災

普
は
欲
的
中
に
ま
そ
飛
び
込
ん
で
米
姿
を
兇
せ
て
く
れ
ゐ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
砂
ナ
を
待
っ
て
い
っ
て
し
ま
‘
フ
人
が
い
る

n
n
u
に
ね
刊
を
い
ま
す
。
同
登
?
初
役
場
に
入
り
、
間
唱
和
初
年
4
月

た
も
の
で
す
が
、
重
は
怒
し
い
こ
と
今
ま
で
は
主
的
に
ふ
ぬ
努
せ
て
い
よ
う
で
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
喰
ホ
タ
ル
コ
よ
は
護
ま
ら
泰
道
を
附
襲
警
を
ふ
り
だ
し
じ
霊
妻
、

に
そ
の
療
を
見
る
こ
と
は
、
め
ず
ら
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
飽
跡
的
ふ
化
も
や
っ
そ
の
も
め
を
家
っ
て
い
く
と
い
う
込
む
な
告
い
て
織
野
出
静
取
持
伎
を
通
り
、
間
保
線
総
髪
、
金
附
附
察
哉
、
総
務
総
後
を

〈

な

っ

て

し

ま

い

ま

し

足

。

て

み

ま

し

た

合

い

人

も

務

わ

れ

て

い

ま

す

。

ホ

タ

ル

池

ま

で

思

蜘

際

経

。

鴻

粉

時

年

に

幅

制

約

が

し

か

れ

る

そ
こ
で
3
年
務
か
、
旬
、
努
烏
を
守
る
人
的
手
金
品
加
え
ず
由
同
然
に
発
生
守
る
少
し
で
も
多
〈
的
存
た
ち
に
、
終
L

ア
す
パ
ゾ
ク
e

ゴ
イ
サ
ギ

E

，
ヒ
ク
…
…
と
附
時
に
総
務
総
孫
と
な
り
、
以
後
中

含
誉
会
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
め
が
警
な
の
で
す
か
ら
、
森
喜
い
水
え
を
見

?
2一
議

会

イ

ナ

ム

暴

走

塁

品

〈

二

川

季

最

後

、

開

発

露

骨

縫

て

T

ホ
タ
ル
め
養
殖
を
始
め
た
の
で
す

a

雲
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
ね
て
て
魯
た
人
た
ち
事
力
を
警
に
じ

r
一

も

ま

ま

す

台

す

っ

て

か

ら

長

男

望

書

撃

。

ホ
タ
ん
は
符
つ
た
め
の
換
停
が
雑
し
し
か
し
、
人
的
手
で
守
っ
て
や
ら
な
る
よ
う
な
行
為
は
慌
し
ん
ぞ
も
ら
い
た
市
つ
〈
怜
ぺ
笈
め
夜
合
お
楽
し
み
料
大
正
日
時
総
2
月
8
H山
知
討
議
総

〈
、
怒
れ
い
な
本
が
必
要
な
た
め
、
生
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
容
も
あ
り
ま
す
巴
い
も
抑
制
、
寸

G

F

さ

い

。

同

ま

い

は

榔

月

一

出

台

1
1
6
1
u

m
M制
御

m炉
ι七
日
制
情
俄
紛
紛
紛
問
削
川
川
悦

mM沼
紛
鳩
山
町
町
阿
川
総
潟

mmm刈
例
制
附
い
配
線

mザ
畑
山
刊
恥
下
約
縦
仰
抑
制
問
問
約
締

um紛
mmm制
NMM務
ほ
巡
河
川
仰
向
語
“

mM脱
船
引
州
制
矧
紺
線
総
問
削
闘
阿

mmmm初
級
附
則
川
削
W
U泌
潟
滋
限
協
同
削
船

m沼
紛
内
同
凶
附
川

mm明
婚
前
倒
川
刷
制
例
制
御
潟
滑
例
制
阿
川
悦
財
沼
摘
縦

m削
削
附
川
間
闘

mmu司
刈
例
制

MM硝
m紛
磁
劉
削
附
凶

mmm約
mm凶
刑
川
川
織

mM紛
れ
抑
制
問
柵

mm総
餅
脇
開
閉

り
、
お
お
む
ね
当
初
予
線
計
上
緩
持
機
如
、
t
加
%
が
正
常
と
ぎ
れ
る
噌
る
こ
と
は
つ
い
て
は
.
依
然
回
出
鋲
と
は
繰
戸
牛
車
地
区
篠
滋
滋
怒
臨
時
位
、
島
柏
崎

二
j

警

Z
量

し

で

す

。

義

製

墨

書

織

を

た

ど

勺

て

い

手

。

掛

ぎ

に

つ

い

て

雲

宮

内

壁

舎

を

暗

仁

義

斎

も

裂

き

行

な

い

堅

議

日

不

燃

ゴ

ミ

の

し

か

し

‘

蓬

H
…

襲

警

警

ど

取

2
品
、

7
月
下
著
か
ら
霊

ほ

罵

あ

た

り

ま

て

処

理

に

つ

い

て

告

い

つ

ま

で

も

益

誘

ま

に

し

て

益

内

総

統

に

会

主

主

命

品
必
訟

E

地
方
交
付
税
は
7
m月
中

村

町

に

昨

排

除

品

各

お

け

な

い

た

め

、

一

大

渓

告

訴

間

相

聞

を

切

路

建

れ

る

の

て

そ

内

総

思

議

与

す

。

事

ゴ

ミ

重

量

審

議

に

つ

号

離

し

て

、

軽

量

明

か

ら

利

護

学

校

の

尚

欄

河

叫

設

が

険

金

か

ど

う

か

の

パ

ロ

?

い

て

拭

‘

建

前

内

装

議

長

ん

右

議

長

り

妻

、

童

話

壁

新

設

と

地

改

紫

雲

由

化

}

タ

i
で
あ
る
絞
殺
収
支
比
市
中
は
、
日
年
で
い
な
い
た
め
、
上
新
木
一
徳
次
を
候
総
与
え
ま
し
た

e

汁

内

山

十

一

伊

庭

が

1
0
5
・
組
一
%
で
す
が
幻
年
旋
門
い
と
し
て
陥
叫
廷
の
方
た
ち
と
協
議
し
て
い
州
防
法
裁
車
需
準
出
用
水
!
ム
沼
地
と
後
仮
縁
組
側
北
台
東
小
学
校
内
新
線
務
業

4n
諜
刊
少
約
郎
%
と
下
が
る
閥
均
込
み
で
す
。
し
か
ま
す
q

懇
談
活
滅
的
確
保
は
.
然
崎
区
画
燃
は
日
本
件
出
港
公
開
凶
に
ヱ
一
格
的
焚
管
長

四

一

町

村

純

一

し

震

と

さ

れ

る

お

%

に

は

震

予

防

霊

祭

2芸
評
皇
隠
し
て
領
事
え
て
も
ら
っ
て
始
め
ら
れ
る

長

4
時

襲

警

告

で

て

い

ま

す

n

利

根

川

広

域

導

水

苦

い

ま

す

。

ご

と

に

守

、

襲

撃

42を

t
t

守

に

丹

よ

う

な

叫

財

政

治

山

聞

か

ら

の

脱

出

楽

業

に

つ

い

て

め

察

し

て

い

ま

す

。

に

つ

い

て

と

芸

え

が

あ

り

ま

す

。

士

総

望

小

学

校

内

増

護

霊

は

、

閉

閥

2
2
M
Hか

ら

管

ま

で

宅

総

か

と

つ

は

。

向

同

誌

が

地

域

内

審

議

川

と

江

戸

望

号

水

路

皇

区

画

務

理

事

業

か

ら

め

霊

を

今

年

度

と

輩

出

胤

的

2

去

年

第

品

市

警

官

定

例

会

が

聞

か

ね

合

っ

た

義

喜

な

え

る

よ

う

に

、

っ

て

内

木

排

除

、

手

賀

浴

時

泳

、

警

警

分

収
入
役
に

中

村

淳

氏

藤

常

務

総

の

線

機

に

つ

い

て

叩
大
平
ム
ム
口
説
口
い
怯
必
滋
由
午
圭
停
車
冬
せ
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務j仮
北縁
台

新東
築寸、

珊

一

一

醐

建

設

犠

緩

国

一

一

糊

総

後

零

ナ

ん

《

山

総

一

一

我

様

子

中

山

総

筋

三

ク

リ

ト

4
際
空
均

一
一
防
音
攻
築
品
川
1
1
2
3

圏

一

…

鰍

闘

騨

が

も

e
J

国

一

一

醐

持

活

社

主

3
数
巾
予
約
別
教
主
7
{小手

叫
完
.
殺
祐
子
カ
ιr伎
に
は
叫
礼
一
筋
滋
2
・
花
街
1
・
冊
崎
将
2
・
奨
術
1

2Jリ
i
i
3隊
法
の
校
内
と
本
関
川
王

法
的
特
別
殺
山
引
が
あ
リ
ま
す
が
、
タ
陶
工
J
4
ζ

ぃ下品川

午
俊
治
州
叫
H
H
と
し
て
、
本
込
山
H

4

H

I

川知
7
8
2
5
U
N

合
銚
務
中
山
し
た
う
え
で
仲
間
A
i下
ち
盤
仁
郎

同
時
に
一
行
弘
、
つ
れ
一
闘
で
令
"
附
利
回
年
7
は
け
ぶ
恥
か
ら
四
品
年
3
バ恥

市
町
持
母
γ
中
学
校
防
夜
必
然
亡
事
と
、

救
脊
地
強
訟
の
山
知
泌
が
め
ヒ
ろ
押

t
明、す。

お
ら
に
、
成
政
的
人
口
哨
掬
か
ら
は

て
匂
川
刑
制
刊
的
制
年
度
ま
て
に
小
付
十
校
1
校

中
学
校
2
役
会
総
長
し
な
け
れ
ば
む
り

ま
せ
ん
。

料相府庁長
ι吹
け
る
ニ
と
は
、
関
川
山
内
義

務
で
あ
り
ら
が
ら
、
教
育
総
設
内
務
間
四

は
"
ほ
と
ん
ど
が
山
方
弘
前
ま
れ
M
引

に
な
っ
て
い
ま
す

J

マ
校
球
滅
的
場
台
、
そ
削
減
附
則
的
打
乃

は
‘
同
か
ら
め
総
助
併
で
ま
か
な
れ
れ

る
こ
と
に
九
日
ゆ
っ

rい
士
す
が
‘
注
工
叫
山
刊

の
路
復
誌
準
が
似
〈
、
巾
悦
山
間
は
、
総
設

拍
珂
的
手
分
が
‘
お
の
…
市
計
と
闘
い
れ
純

じ
な
っ
て
い
ま
す

こ
め
よ
う
に
、
小
笠
令
か
き
ね
て
も

下
校
後
校
舎
設
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

λ
 術

的
山
間
裕
行
為
治
改
組
討
削
倒
的
中
で
は
、

山
明
党
反
践
的
行
経
ド
数
が

I
子
、
内
合
同
問

え
る
場
合
、
小
小
校
一
段
分
的
問
地
合

的時川四

L
て
市
に
臨
泌
総
榔
惜
し
て
く
だ
さ

い
左
う
た
》
て
い
ま
す
u

場
潟
市
は
、
務
総
耕
平
7
R月
1
自
に
市
は
、
小
学
校
9
枚
、
中
学
校
5
校

ιな
仙

川

代

臨

時

〈

)

も

は

や

、

ぃ

削

除

の

紋

極

限

的

義

務

伯

、

政
が
機
打
き
れ
ま
し
た
。
滋
時
的
人
口
っ
て
い
ま
す
旬
人
口
が
増
加
す
札
は
、
そ
れ
に
見
合
あ
る
袋
持
円
を
受
け
る
こ
と
で
す
ら
、
闘

は、

4
万
7
3
8
4令
人
で
し
た
が
、
今
こ
の
間
綿
織
は
新
設
授
だ
け
で
も
3
絞
っ
た
公
共
機
殺
を
袋
詰
i

し
な
け
れ
は
な
の
被
験
だ
け
で
は
で
き
な
い
滅
状
て
す
。

年
内

6
月
1
日
に
拭
、

7
万
9
5
1
0

縫
A

出
品
し
た
訳
で
、
ニ
的
検
に
既
存
校
め
ら
ず
、
と
り
わ
け
や
俊
治
布
市
極
的
充
実
ゃ
い
こ
れ
以
上
人
口
が
同
唱
え
れ
ば
、
ま
す

人
に
ふ
〈
れ
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
冷
淡
級
、
ブ

i
川
町
、
総
出
門
体
符
銭
な
ど
は
か
つ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
す
市
は
盟
副
併
す
る
ば
か
り
で
す
u

良
町
川
M
W
i

明
日
目
間
出
回
院
出
市
民
間
〉
刊
誌
訂
以
口
説
け
ば
い
れ
UA

V一
議

明

言

言

?

っ

て

し

ま

い

ま

し

た

。

翻

芸

ヱ

重

鵬

一

一
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ター以上富苦言葉で決定。

議って下d-い

諜務事主主草剤ステレlt掠パイヲ50

脱出磁気ピアノ出プレハブ伎場

(33m' t;):l揺プレハブ物霞京工

総リッカーパンチ鰯み機練習的 レクト「ン関資科書事終詫，Jjl聖書式

殺り*1"

f予寄生容の蛤」
参加考募集

呂本青年際協議会てサ季、 1予干与

の南GJ を粂接寄Lまし た。き暴力投吊謀

議i玄、申込んて'下""。

(む日育者皇室争中友好青年的総

静主投 中E護軍奪年会的1J:好総務

ためキ問{哲朗6万f1lで簸入を ミシン出 2段ベァド出 2 ドア~話時 51年 9汚8日-9月21日

3万戸3で桜ブうザ吋富謹み絞殺品 冷凍;舎綴主題担ポータブルミシン言 砂望号用 脅昔話室A'B31万3ニf'fl]寸詩

i奇縁半鎖的4万5千円てや撚お苦言 挺庫増保食苦苦i"'j謂出勉強事l議決 2 長選C29万円 紛主主D267j8ニff弓

惨り痛うぷ摺女兇湾 1万件関 i雷撃義援ベピ叩パギ叩道算出三味線1>参加資治胡歳未満で青年間に

号機殿 2段ベッド事責社内 l万 5 的号の不潟品交換コ ナーで p，織するカ又は業部貸問的方

千手?と' 接ベビータンス欲しい後ηます、縫って下さいの内軍事

111こ主主LJ:げます期流し曜まく玄 が反対になっていました。お線

隊約等で去を靴等を渋う時に使う 伊 Lて詰DEいたしますの

石でj笠られたも約 2f関大，jサ 欲 絞ってほしい物、綴りたい物

しい劣に差しJ:げます 掠冷滋がありま Lたら綴I課!とi生絡し

擦70e出;争議員摩88e誕マッザ 'C下さい。 T日L (82) 1151r勺

ジ整韓国石i由ストーブ出かや付今 季事 28 1 

-?Jvベッド掛和主主空イブライ (商二宏容華}

指定水道工護軍l事の
追加指定

道路 iま
4メートルに

(4) 

~帯。o 7丹10臼 ~I禽そん会 7耳1I11(臼)午後

像祭 7説]地中滋務年の紛 1"寺中央公民自官

砂日時 51年12月23詩-52年 1月 惨事運会式 7月然自(日)'1"11詰8

11詩 時30分市没グラシド{手質問公

惨焚射 38jJ5千待 感となリ}

争参 加 資 総 緯嫌米t詩的日本湾総 P参入会会 1.OOOfIl(絞し〈増設1mず

の Ji(先着80名)

~締1'iJ 1O!l15日

る チ ム )

1>参金需要量 3.000flJ(絞L(参加す

を話器グタ申i主{玄、東京事li樹首i点鐙ヶ るトム}

丘羽JlI日本?を年館1'1 ~申込綴切 7月号泣(金)まで

b申込先殺孫イ'1官持 1-6-27'砥苦言 。3 (401) 0101品、 9

j、製鉛鮪の検査
6月1日Hで、次円I事r.'iをす普 4メートル未滅的狭いi鑓絡で

定しん 線刻机ぴ:仁作総 (P1枚、 :liえ はおずみですか
砂主皆殺偽有際会社 (82) 2 1 2 5 プロァタ緩1などをつくる鳴を少は、 総長自官Z'1ri.去むより、 12ノ トル

f首主主省以外的重義務や島幸予に工事道路的中心から 2メ…トル緩して 米詩的モータ…ポ r .つり ffj.~込

書f行なった場合i念、絵本を中止す 建てるよう縫築基泳法.12~長 2 項に どの小型的意誌は、検斑を受け吾、け

時芝められぞおりますめでごま主主ド ればなりません。 月31日まです…プン lまれ

さ"0 今年伎は、在来絡め検3誌丹扱うを ただし‘ J人町時はP.I!IIlできませ

また、道路数と私街地とめ境界 おれた絞終期~J!.になっています。 ん。

がはっきりわからない場合に誌を まだ受けていない方はもかならず出滋叉制的

主義絞絞殺耳菱銀までお告書会わぜ下谷 受検して下さい (2)気様、本汲と ι251e以下的時

いa 告を後三子総は、申告書書に所定的手 13lfi患に使用 FI約がある時

電話 (82)1151内線200 喜重科をそえて申込んで下さも~ 料金

(建築絞奇襲課) 申議議警は‘日本，)、季語総総検査機 事大人 2 事~"司以内 IOOP1 午閥抗争装集li歩帳簿3Rk学を:!f.
議千遺書支所{千葉市後嗣K2 7 - *小人 50 fIJ 註される万を中，むとした募集ですφ

19) T E L 0 4 7 2 (24) 2 8 8 術専用 器時半以後5000fIJ 炉事李総人員約 200名
('2 ~者袋持彦

島・漁協に為ります。(髭送でむ {教育議員会} 傍受験資綴 18露呈から27裁までの

申込めます。..& 日 9lf'

詳 L 川、糊酬簿予防所~.($忠明るい話題凶付概 6 月間から 7 丹 26
にお絡会わせ'fさも'" ~..- fl 

台後刻隆きん(歳以 2TY)か勾 惨試験日 1 ;)(8月 1fl ・2次 8
7 J'j17悶・ 188

ピアノリ '1イタルのお干しとして筋 R 211 
我綴子il!!(Kで交通規制 村、学校に密務内部止 して 1子J 応募諮匁おは.答案議制問

平賀j議
探鳥会

場 7月11誌{臼)

@市役所首ij8: 30!長会

瓜川
V

一

円

d
一

QMV
一

G
J

11 @12223院清雲間?;;L

12 fi I :~諸2L-帥 M此

a 30-目、部 13，帥-15.開

141氷

15 .. J:欄費出器時中附蹄12，00--16.30
-J.-I a-!手金相験問箆保年金縁日開-1各部

l益金

7月17日， 1813拘禁珂日八緩l<Jltt 内的寄付がありました。

的務干して'交通規時1)が笑き告されます。

幾号訴)s:J説

7丹17日(帯主主ill凝り午後引培

かよう 9袴まで}

7丹18日 (治的著書三三叉路から書籍

4小学校午約10時から午後 9llキ)

当日 l傘、で怒るかぎり車内総湾

は見合わせてドさい。(室主祭器)

獲の交通事故妨立運動

7月1白から 8月208

言重点悶標

(1)1立実行者、特;ここども(幼児・兇

温室及tF生徒}潜入泣，"身体務審答

者主主びに闘車長率事1))持者向主将主主主主

止m

(2);!!1:fけ意義転{滋労運転、 うっか

η逐絞} ・飲議主主義主導事の妨止。

7 13二翰灘、特i::.-，.，}レメけ務湯舟

E融行在高校生何事故防止。

月 {州浜議終的措線規約緩総与

前 r

期 惨ワ月の納税処

主立五五銭二 (82)8605 

市民プール

7 Fl21悶から 8Fl31日

jtri~ブール l求、 7 )j21 Bかん 8

消費者三安静t関誌は、議費生

訴に燃するiUl聖書が怒った時、

みな忽んめ次冷に京:コて鈴iた

してい〈ためiニ寺会められまし

fよp

電気、ガスなどの燃m科、

部品約欠的、購入方法が持味

なためにおフたトラブルなど

でお滋りの!}は、ぜUよ:，1JiH

消費者苦情相談に
どうぞ/

毎月第2・4木曜EI
H子、~

2号訴は、裕子1l己主淡事務所在

は仁め各支所で行ないます々

7月は第2・告書4*喝臼とも

総務主主議毒事務所でi者援幸か告。

なお、担当は県かん言語緩を

受けた安出久子t¥l校長主がm総

を受けまれ

{商工滋)

千葉猿警察官募集

品主役所において♂下さい。(童子察署警y

f夏休み教室j
生徒募集

湖北会移動図番館
廃止による密警察回収

Fl主混合't主主クラブでは、夏休

みを者五堂義にすごすよう、携し

いスウ;/~ールいっぱ、、でJH本

みさhを募集して L、ますe

1>線開 7丹21日から 8fl31 B 

3砂 時 鶴 午 前9砕から午後6時

1>場所 中炎公民館目守的手'fI.1醤

減数字守年館学家保管室

惨対象小常生

1>罪事会わぜ先 (83)1081格留ま

で (i主総〉

先月行なった餌l/'1.でまだ本を湿

していない11は、 7Iヲ6日(午後

1時から 2時 )1エ湖北老若葉築会耳目

に持参して下寺、~

なお、吉事会的感い1}1走、 7月30

8まて却に市教事事委員長正に持参して

下ざい。

第 4 !iil
我孫子市囲碁大会

)H至急寺 7月4日 {呂}午前9時

諮希望護者{念、 7月188 (百}午 30分から受付

f鼻立時から打ち合わそ会を行な 診急襲五時 中央公総量宮

いますので、手気治仮設湾与総 B歩合撃を 1.喜朗向{後食付}

学議{薬害事懇までお集まり下さい0 1>申込 会訪問会場にて

..行政幸題談・入機鋒議機談噌

母溜定資燈税の第ゑ織分

骨市税綴猿徴収
7J'l30日号:30-16 :ω 
輿佐藤学・話量…工会館・詩書ヰとお支所

揺詩書誌台支隊でも行ないま守的でちご手IJ

I!l下さいゆ

"7月 26臼 10:00-15 :ω 
@務ヱ会員室

験法事審綴霊長司

.. 7舟 6，ヨ・ 20日

"rIi役所哲:00-15 : 00 

臨ま長線相談は毎月島高1・童書3火婚自治後
話時で行なっています。ご幸司IJ)轄下さい吟
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